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初代町長

故 萬燈 実 太氏

二代町長

高祖鶴 雄氏

ご あ い さ つ

昭和29年10月1日 牛窓 ・鹿忍 ・長浜の3町 村の合併によ

って牛窓町が誕生 し,次 いで昭和30年3月31日 大宮村千手

地区を編入 して現在に至 りま した。

この20年 間町民各位のご協 力と先輩諸氏のご努力に加 え

て国 ・県をは じめ関係各方面の御支援によりまして,挙 町

一体の実はあが り,町 勢は順調に伸展 して きましたことは

淘に慶賀に堪 えません。

本 日合併20周 年の記念 日を迎えるに当 り,こ れ ら関係の

皆様に深 く感謝申 し上げます。

社会 ・経済の急激 な変化と多様化する住民の行政需要に

対応 して町行政はますます複雑 多岐 とな り町財政 も困難の

度を加えつ ゝありますが今後は住民福祉の充実 と牛窓町の

特性 を活かした魅 力ある町づ くりを指標に,過 去20年 間の

町政の実績 をふまえて,話 し合いによる合意と協力の町行

政 を積極的に進めていく所存であります。

皆様の一層のご支援 をお願い申 し上げます。

昭 和49年10月1日

牛窓町長 高 原 道 夫
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歴 代 の 役 職 員

■ 町 長

歴順 氏 名 就任年月

1萬 燈 実 太 昭和29年10月

2高 祖 鶴 雄 昭和32年12月

3高 原 道 夫 昭和40年12月

■助 役

1横 川 豊 治 昭和29年10月

2神 宝 穐 男 昭和40年12月

3松 尾 光 男 昭和49年3月

■ 収 入 役

1宮 本 一 郎 昭和29年10月

2神 宝 穐 男 昭和37年12月

3黒 原 潔 昭和40年12月

4岡 本 巖 昭和46年6月

■ 議 長

1野 口 佐嘉太 昭和29年10月

2山 本 寛一郎 昭和33年10月

3坪 井 操一郎 昭和34年10月

4山 本 寛一 郎 昭和35年10月

5小 竹 静 男 昭和37年3月

6元 浜 貫 一 昭和39年2月

7国 光 正太郎 昭和41年7月

8木 下 太嘉 志 昭和45年10月

■副 議 長

1山 本 寛一郎 昭和29年10月

2神 宝 長 治 昭和33年10月

3守 都 正 彦 昭和35年2月

4赤 松 甚三郎 昭和35年12月

5福 江 剛 昭和37年10月

6国 光 正太郎 昭和39年2月

7原 野 弥 昭和41年10月

8高 祖 留 治 昭和45年10月

■ 病 院 長

歴順 氏 名 就 任 期 間

1大 萩 順 蔵 昭和29年 ～34年4月

2田 辺 憲 一 昭和34年4月 ～37年8月

3金 久 禎 記 昭和37年8月 ～44年3月

4塩 見 太 郎 昭和44年4月 ～45年6月

5安 田 稔 昭和45年7月 ～

■ 教 育 長

1三 木 金太郎 昭和30年3月 ～43年9月

2宇 津木 正 昭和43年10月 ～44年9月

3松 本 幸 男 昭和45年4月 ～

■ 学 校 長

中学 校

1片 山 健 太 昭 和22年4月 ～32年3月

2宇 津 木 正 昭 和32年4月 ～34年3月

3正 木 哲 男 昭 和34年4月 ～37年3月

4出 井 勲 昭 和37年4月 ～41年6月

5白 髭 勇 昭 和41年8月 ～44年3月

6福 間 六合 丸 昭和44年4月 ～

東 小 学校

1赤 枝 秀 夫 昭 和28年4月 ～40年3月

2山 崎 孝 志 昭 和40年4月 ～44年3月

3山 本 力 郎 昭 和44年4月 ～48年3月

4木 村 政 夫 昭和48年4月 ～

西 小 学 校

1岡 本 錦 一 昭 和22年4月 ～32年3月

2阿 部暠 昭 和32年4月 ～35年3月

3赤 枝 勉 昭 和35年4月 ～40年4月

4小 田 理 一 昭 和40年4月 ～4年4月

5森 本 一 男 昭 和42年4月 ～45年3月

6大 河 原 良 昭和45年4月 ～49年4月

7小 野 田 貴 志郎 昭 和49年4月 ～

北 小学 校

1阿 部暠 昭 和27年4月 ～32年3月

2赤 枝 勉 昭 和32年4月 ～35年3月

3谷 喜 美 治 昭和35年4月 ～39年3月

4金 塚 富 太 郎 昭和39年4月 ～42年3月

5朝 倉 静 男 昭和42年4月 ～44年3月

6竹 野 勇 昭和44年4月 ～48年3月

7榎 本 勉 昭和48年4月 ～
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叙 勲 者(合 併後20年間)

30.4.

40.4.

34.11,

40.4.

40.4.

41．4.

41.4.

42.9.

42.11.

44.9.

43.11.

43.12.

44.4.

44.4．

黄綬褒章
勲五等瑞宝章
藍綬褒章
勲四等瑞宝章

紺綬褒章

勲五等瑞宝章

勲五等瑞宝章

勲五等瑞宝章

藍綬褒章
紺綬褒章

勲六等単光旭日章

紺綬褒章
勲五等瑞宝章

勲五等双光旭日章

山 本 倉 蔵

杉 本 昌 太

木 下 多 一

時 実 守 一

小 林 薫

高 祖 秀

服 部 和一郎

草 木 千太郎

高 祖 鶴 雄

山 本 寛一郎

農業功労

自治功労

教育寄附

自治功労

教育功労

教育功労
死亡特旨
社会福祉
教育寄附

造船功労

教育寄附
自治功労

水産功労

44.11.

40．5.

45.4.

45.11.

46.5.

46.5.

47.5.

47.5.

49.2.

49.4.

藍綬褒章

紺綬褒章
勲五等瑞宝章

勲六等単光旭日章

勲五等瑞宝章

紺綬褒章

勲六等瑞宝章

勲六等瑞宝章

藍綬褒章

勲七等青色桐葉章

山 本 茂

野 口 佐 嘉太

坪 井 操一郎

木 下 英 一

服 部 恒 雄

神 宝 穐 男

原 野 弥

岡 部 和 民

亀 田 勘 吉

海運功労

教育寄附
農業功労

自治功労

自治功労
死亡特旨

教育寄附

自治功労
死亡特旨
自治功労
死亡特旨

消防功労

製塩功労

町議会議員

氏 名 就任期間 氏 名 就任期 間

小 竹 喜 代 太 29.10.～33.10. 福 江 剛 29.10.～

小 竹 静 男
29.10.～44.12.

45．10.～
原 野 弥29．10,～47.4.

佐 伯 正 義 29.10.～45.10. 野 口 佐 嘉 太 29.10.～33.10.

木 崎 利喜松 29.10.～33.10. 国 次 種 松 29.10.～33.10.

服 部 海 門 29.10.～33.10. 時 実 守 一 29.10.～37.10.

坪 井 操 一 郎 29.10.～37.10. 神 宝 長 治 29.10.～37.10.

神 宝 伝 七 29.10.～32.6. 高 祖 留 治 32.12.～

高 祖 英 一 29.10． ～33.10. 元 浜 貫 一 33.10.～41.7.

赤 松 甚三郎 29.10.～41.10. 木 下 英 一 33.10.～45.10.

三 谷 万 寿 太 29.10.～41．10． 竹 内 一 典 33.10.～

守 都 正 彦 29.10.～37.10. 国 光 正太郎 33.10.～

山 本 寛 一 郎 29.10.～45.10. 大 重 孝 八郎 33.10.～45.10.

山 崎 正 路 29.10.～ 表 桑 太 郎33.10.～40.4.

為 房 筆 雄 29.10.～45.10. 藤 岡 哲 平 37.10.～

坂 本 秋 澄 29.10.～33.10. 岡 崎 祐 二 37.10.～41.10.

長 尾 平 五 郎 29.10.～33.10. 竹 内 信 夫 37.10.～

出 射 鷹 治 29.10.～37.10. 山 本 佐 一 37.10.～41.10.

為 房 寛 太 29.10.～33.10. 宗 時 勇 一 37.10.～41.10.

為 房 峰 雄
29.10.～37.10.

45．10.～
児 島 英 夫 37.10.～

尾 上 速 29.10.～33.10. 竹 内 行 成 40.12.～
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氏 名 就任期間

高 橋 繁 41.10.～45.10.

木 下 太嘉志 41.10.～

三 谷 溥 衛 41.10.～45.10.

坂 口 実 蔵 41.10.～45.10.

植 木 定 美 41.10.～

小 玉 忠 志 41.10.～45.10,

矢 尾 義 男 45.10.～

尾 田 晴 夫 45.10.～

山 本 光 穂 45.10.～

小 西 純 夫 45.10.～

神 宝 幹 雄 45.10.～

教育委員

氏 名 就任期間

岡 義 太 郎 29.10.～31.9.

岩 本 敏 夫

山 本 佐 一

29.10.～31.9.

29.10.～31.9.

服 部 海 門 29.10.～31.9.

竹 内 行 成
29.10.～31.9.

35.12.～40.9.

三 木 金 太 郎 30.3.～43.9.

服 部 亨31.9.～33.3.

庭 瀬 欣 一 郎 31.9.～35.5.

尾 上 隆 志 31.9.～42.9.

山 本 清 香 31.9.～35.12.

萩 野 義 平33.9.～35.5.

藤 岡 吉 平135.5.～37.10.

野 口 巌 35.12.～47.12.

森 正 三 37.10.～41.1.

岡 由 紀 子41．1.～47.12.

服 部 恒 雄41.1.～

為 房 俊 昭42.9.～

宇津 木 正 43.10.～44.9.

松 本 幸 男 45.3.～

高 祖 日 出 夫 47.12.～

小 塩 祐 照 47.12.～

選挙管理委員

氏 名 就任期 間

坂 本 日 出 海 29.12.～38.12.

為 房 浅 治29.12.～38.12.

岡 千 代 造 29.12.～38.12.

役 重 豊 33.5.～38.12.

為 房 留 次 38.12.～46.3.

高 祖 仁 38.12.～46.12.

馬 場 博 見 38.12.～46.12.

山 本 光 穂 38.12.～45.9.

河 野 睦 夫 46.12.～49.3.

赤 松 勉 46.12.～

竹 内 素 作 46.12.～

津 守 密 乗 46.12.～

岡 崎 吉 三 郎 49.3.～

固定資産評価審査委員

氏 名 就任期間

竹 内 十 太 郎 30.2.～43.2.

岡 嘉 一 郎 30.2.～38.2.

木 村 恵 吉 30.2.～45.2.

中 村 財 次 38.2.～44.2.

役 重 豊 43.2.～46.2.

祇 園 薫 雄 45.2.～

片 山 重 光 44.2.～

井 脇 愛 三 郎 46,2.～

監査委員

氏 名 就任期 間

神 宝 長 治 29.11.～46.11.

畑 中 功 29.12.～33.9.

野 口 佐嘉太 33.10.～37.9.

竹 内 一 典 37,10.～41.9.

竹 内 信 夫 41.10.～

宮 本 一 郎 46.12.～
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氏 名

横 川 豊 治

出 射 虎 男

為 房 亀 吉

小 竹 静 男

江 本 駒 雄

杉 山 登

山 本 音 蔵

広 田 芳 松

岡 野 毅

出 射 久 志

馬 場曻

神 宝 勇

小 玉 忠 志

出 射 公 臣

為 房 茂 樹

尾 上 速

野 口 佐 嘉 太

岡 崎 俊 午

岡 嘉 一 郎

小 橋 鶴 彦

国 光 品 吉

的 場 政 志

原 野 義 夫

広 畑 欽 一

為 房 武 雄

木 下 鶴 雄

岡 崎 十 郎

大 崎 保

楽 前 千 吾

宇 野 政 治

万 城 善 一

山 本 秋 大

森 下 与 三 郎

岡 部 和 民

山 下 千 載

岡 崎 敏 夫

就 任 期 間

29.10.～32.10.

38.10.～44.10.

29.10.～32.10.

35.10.～38.10.

29.10.～32.10。

29.10.～

29,10.～41.10.

29.10.～32.10.

29.10.～32.10.

29.10.～41.10.

29.10.～38.10.

29.10.～38.10.

29.10.～32.10.

29.10.～32,10.

29．10.～38.10.

29.10.～32.10.

38.10.～41.10.

29.10.～35.10.

29.10.～32.10.

35.10.～38.10.

29.10.～41.10.

29.10.～32.10.

29.10.～32.10.

30.3.～32.10.

32.10.～35.10.

32.10.～38.10.

32.10.～35.10.

32.10.～35.10.

32.10.～35.10.

38.10.～41.10.

32.10.～44.10.

32.10.～35.10.

32.10～35.10.

32.10～35.10.

38.10～41.10.

44.10～47.10.

32.10～35.10.

32.10,～44.10.

32.10.～44.10.

32.10.～38.10.

35.10.～

35.10,～44.10.

35.10.～44.10.

氏 名

岩 谷 政 秋

大 重 義 雄

大 森 均

為 房 克 己

片 山 忠 利

的 場 達 郎

時 実 有 民

祇 園 広 太

山 本 良 武

国 次 竹 太

阿 部 雄 二

森 本 豊 博

長 尾 幸 一

森 本 鶴 男

森 武 雄

原 野 伝 次

松 尾 定 弘

柴 田 唯 男

尾 上 仁

塩 見 立 志

尾 崎 正 平

武 久 寿 一

森 藤 豊 次

岡 崎 昌 次 郎

山 本 勉

岡 崎 勉

福 江 剛

野 口 秋 夫

山 本 武

鳴 坂 進

為 房 英 雄

出 射 信 臣

高 田 義 和

就 任 期 間

35.10.～38.10.

35.10.～38.10.

41.10.～44.10.

35.10.～38.10.

41.10.～

35.10.～

38.10.～41.10.

38.10.～

38.10.～

38.10.～44.10.

38.10.～41.10.

38.10.～41.10.

41.10.～44.10.

41.10.～

41.10.～44.10.

41.10.～44.10.

41.10.～47.10.

41.10.～

41.10.～

44.10.～47.10.

44.10。 ～47.10.

44.10.～47.10.

44.10.～

44.10.～

44.10.～

44.10.～

44,10.～

44.10.～

44.10.～

47.10.～

47,10.～

47.10.～

47,10.～

47.10.～

47.10.～
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民 生 児 童 委 員(S29.10.～ 現 在)

担当区

紺 浦(元)

〃

(現)

栄町協和町(元)

(現)

綾 浦(元)

〃

〃

〃

〃

〃

(現)

〃

中 浦(元)

〃

〃

(現)

関 町(元)

〃

〃

〃

〃

(現)

氏 名

大倉 安太郎

森 良 治

森 艶 子

平島 彰

出射 松 子

坂 口 嘉三郎

藤原 愛 子

竹村 力 太

木下 寿 二

松永 節 子

高祖 仁

岡本 道 江

木下 武 男

山本 数 衛

黒原 サ ツエ

横山 敏 子

藤 岡 美佐子

東 原 篤太郎

庭瀬 一 枝

柴田 ウメ子

山本 綾 子

大和 多計子

尾 田 登美子

担当区

西 町(元)

(現)

本 町(元)

(現)

東 町(元)

〃

〃

〃

(現)

大浦

幡(元)

〃

〃

(現)

師 楽(元)

〃

(現)

前 島(現)

鹿忍沖(元)

〃

〃

(現)

東(元)

〃

氏 名

高祖 三四子

竹内 雪 江

坂下 正 仁

萩野 喜代子

川口 多賀一

大角 須賀子

草木 ヨシノ

黒田 治 郎

合内 嘉 子

岩田 清 野

国岡 明 世

田中 愛 子

岡崎 公 子

山本 満寿一

山本 久満男

山本 古 子

山崎 正 路

菱 田 伊知男

出射 坂 一

出射 圭 太

出射 虎 男

市川 弥曽太

植野 仙 太

担当区

鹿 忍束(元)

(現)

西 浦(元)

〃

(現)

畑 中浦(元)

〃

〃

〃

〃

〃

(現)

小 向大

向(元)

〃

〃

〃

(現)

野上

平 山(元)

〃

〃

〃

(現)

氏 名

長尾 一 夫

森本 恭 己

長尾 庫四郎

出射 森 吾

伊藤 勇

出射 泰 蔵

大熨 豊 子

大熨 正 雄

中村 財 次

片山 花

須永 世 根

須永 勝 次

為房 勇

為房 辰 雄

為房 留 次

為房 武 雄

為房 勇

尾上 清 吾

山本 実 速

益田 久 司

最明 俊 雄

野 口 二 郎

担当区

西 脇小

父雁(元)

〃

(現)

千 手(元)

(現)

新 浜(元)

長浜

粟利郷(元)

(現)

国

畑塩(元)

〃

(現)

中 村
西 浦(元)

〃

(現)

上 浜(元)

〃

(現)

下(元)

〃

(現)

氏 名

為房 浅 治

柴 田 仁十郎

葛西 久 子

岡崎 豊

黒井 サ ト

鳴坂 治 恵

神宝 住 雄

神宝 明 範

出射 務

出射 芳 子

時実 道 春

祇園 近 野

小西 宮 太

小林 好 男

森 秋 夫

塩 見 勇

森 源 太郎

野 口 堅

繁 見 等

野口 要

消防団長

氏 名

岡 義 太 郎

岡 部 和 民

山 本 光 穂

為 房 俊 昭

就 任 期 間

29.10.～34.1.

34.1.～42.1.

42.1.～45.9.

45.9.～
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区 長

区 名

紺 浦

栄 町

協和町

綾 浦

中 浦

関 町

西 町

本 町

氏 名

尾 田 嘉曽太

森 林 爾

森 茂

大 倉 幹 治

森 良 治

服 部 茂

桜 田 増 市

森 川 克 己

尾 田 利 治

吉 永 武 男

森 川 武

高 祖 光 太

西 村 煌 太

江 本 貫 一

森 勝 美

万 城 鋼八郎

楠 野 和 昭

木 下 寿 二

竹 村 力 太

山 本 数 衛

那 須 俊 輔

服 部 海 門

石 井 政 次

伊 原 四 郎

河 野 睦 夫

那 須 光 行

東 原 篤太郎

正 本 安 彦

高 祖 留 治

高 祖 高 二

藤 井 萬亀男

河 崎 福 次

竹 内 一 典

中 島 文 吉

就 任 期 間

29.10.～36.3.

36.4.～42.3.

42.4.～46.3.

46.4.～48,3.

48.4.～

29.10.～34.3,

34.4.～36.3.

38.4。 ～40.3.

36.4.～36.5.

36.5.～38．3.

40.4.～42,3.

42.4.～44,3.

44.4.～48.3.

48．4.～

29.10.～36．3.

43.11.～44.7.

36.4.～43.10.

44.8.～46．3.

46.4.～

29.10.～48.3.

48.4.～

29.10.～33.3.

33.4.～34.3.

34.4.～36.3.

36.4.～38.3.

38.4.～40.3.

40.4.～46.3.

46.4.～

29.10.～45.6.

45.7.～

29.10.～34.3.

34.4.～46.3.

46.4.～

29.10.～32.3.

32.4.～34.3.

34.4.～44,3.

区 名

東 町

大 浦

幡

師 楽

前 島

氏 名

木 崎 省太郎

中 川 多賀一

塩 田 新 一

黒 田 治 郎

竹 内 純 一

草 井 格

森 藤 高 次

石 原 勤 一

山 下 千 載

守 都 敏 雄

竹 内 幸次郎

石 原 豊

岡 崎 升 男

岡 崎 敏 夫

岡 崎 正 三

岡 崎 昌次郎

国 岡 光 夫

国 岡 八平次

岡 崎 十 郎

山 本 満寿一

坂 口 実 蔵

山 本 勇

山 本 清太郎

山 本 強

山 本 久満 男

山 本 八一郎

山 本 利 男

山 本 敏 明

山 本 通

山 本 勉

山 本 菊 一

上 野 陟

森 川 増 喜

時 長 巌

就 任 期 間

44.4.～46.3.

46.4.～

29.10.～34.3.

34.4.～39.2,

39.3.～46.3.

46.4.～

29,10.～34.3.

34.4.～36.3.

36,4.～40.3.

40.4.～42.3.

42.4.～48.3.

48.4.～

29.10.～32.3.

32.4.～34.3.

34.4.～40.3.

40.4.～44.3.

44。4.～46.3.

46.4.～48.3.

48.4.～

29.10.～32.3.

33.6.～34.3.

32.4.～33,5.

34。4.～36.3.

36.4.～38.3.

38.4.～40.3.

40.4.～41,3.

41,4.～42.3.

42.4.～44.3.

44.4.～46.3.

46.4.～48.3.

48.4.～49.3.

49.4.～

29.10.～42.3.

42.4.～48.3.

48.4.～
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区 名

沖

東

西 浦

中 浦

小 向

大 向

畑

氏 名

出 射 坂 一

出 射 虎 男

鳴 坂 幸太郎

鳴 坂 喜 人

菱 田 強

辻 孝 夫

市 川 弥曾太

片 岡 豊 治

長 尾 一 夫

出 射 恒 吾

橘 高 助次郎

片 山 忠 利

竹 内 熊治郎

長 尾 末 太

中 村 財 次

片 山 健 太

益 田 虎 雄

片 山 重 光

為 房 武 推

山 本 清 太

岡 利 和

為 房 亀 吉

為 房 勇

為 房 行 男

大 重 義 雄

大 重 武 正

岡 田 栄

大 熨 一 男

尾 形 巌

出 射 虎 治

大 熨 正 雄

出 射 勝 男

畑 中 幾 磨

森 本 鶴 男

益 田 惶

溢 田 三 郎

就 任 期 間

29.10.～34.3.

34.4.～38.3.

38.4.～42.3．

42.4.～44.3.

44.4.～48.3.

48.4.～

29.10.～34.3.

34.4.～40.3.

40.4.～

29.10.～34.3.

34.4.～36.3.

36.4.～46.3.

46.4.～

29.10.～32．3．

32.4.～36.3.

36.4.～40.3.

40.4.～46.3.

46.4.～

29.10.～32.3.

48.4.～

32.4.～42.3.

42.4.～48.3.

29.10.～34.3.

34．4.～36．3.

36.4.～42.3.

42.4.～48.3.

48.4.～

29.10.～32.3.

32.4． ～34.3.

34．4.～36.3.

36.4.～38.3.

38.4.～40.3.

40.4.～42.3.

42.4.～44.3.

44.4.～46.3.

46.4． ～48.3.

48.4.～

区 名

野 上

平 山

西 脇

子父雁

新 浜

千 手

粟利郷

氏 名

山 本 実 速

為 房 正 夫

山 本 隆

出 射 進

出 射 信 臣

大 林 強

国 光 品 吉

馬 場 仁 志

益 田 久 司

尾 上 仁

野 口 二 郎

尾 上 隆 志

為 房 克 己

為 房 進

福 江 又 吉

柴 田 俊 雄

福 江 稔

為 房 喜 太郎

為 房 茂 樹

福 江 保 雄

片 山 弘

為 房 嘉 和

藤 原 富喜蔵

柴 田 勝 男

亀 田 勘 吉

亀 田 勇

岡 崎 頼 文

岡 崎 玉 二

岡 崎 勉

柴 田 孝 志

岡 崎 嘉 明

児 島 元 太

児 島 英 夫

児 島 佳 男

神 宝 幹 雄

神 宝 孝 雄

山 口 光 明

就 任 期 間

29.10.～34.3.

34.4.～36.3.

36.4.～40.3．

40.4.～44.3.

44.4.～46.3.

48.4.～

46.4.～48.3.

29.10.～34.3.

34.4.～36.3．

44.4.～46.3.

36.4.～38.3.

38.4.～40.3.

40.4.～44.3.

46.4.～

29.10.～32.3.

32.4.～34.3.

34.4.～36.3.

36.4.～38.3.

38.4.～40.3.

40.4.～42.3.

42.4.～44.3.

44.4.～46.3.

46.4.～48.3.

48.4.～

29.10.～32.3.

32.4.～

29.10.～34．3.

34.4.～

30.10.～32．3.

32.4.～34.3.

34.4.～38.3.

38.4.～42.4.

42.5.～

29.10.～36.3.

36.4.～37.9.

37.10.～42.3.

42.4.～44.3.

44．4.～45.3.

45.4.～46.3.
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区 名

国 塩

畑

中 村

西 浦

上

浜

氏 名

神 宝 長 治

神 宝 茂

神 宝 安 男

宗 時 勇 一

時 実 久間一

小 玉 忠 志

時 実 三 好

山 本 佐 一

出 射 次 夫

出 射 坊太郎

山 本 正 夫

山 本 良 武

山 本 武

谷 川 武

小 橋 金兵衛

山 本 照 男

表 桑太郎

小 西 宮 太

広 畑 欽 一

岩 谷 政 秋

森 武 雄

祇 園 薫 雄

松 尾 行 雄

岡 野 毅

松 尾 玄 吾

尾 上 進

国 次 竹 太

原 野 義 夫

森 源 太郎

国 房 操

坂 本 日出海

岡 田 良

野 口 鹿 雄

岡 部 和 民

馬 場 広 太

田 村 秀 男

就 任 期 間

46.4.～48.3.

48.4.～49.3.

49.4.～

29.10.～34.3.

34.4.～37.3.

37.4.～42.3.

42.4.～

29.10.～35.10.

35.11.～36.3.

36.4.～40.3.

40.4.～42.3.

42.4.～44.3.

44.4.～45.3.

45.4.～46.3.

46.4.～49.3.

49.4． ～

29.10.～32.3.

32.4.～36.3.

36.4.～42.3.

42.4.～46.3.

46.4.～

29.10.～38.3.

38.4.～44.3.

44.4.～48.3.

48.4.～

29.10.～36.3.

36.4.～40.3.

40．4.～42.3.

42.4.～46.3.

46.4.～48.3.

48．4.～

29.10.～34.3.

34.4.～39.3.

39.4.～40.10.

40.11.～42.3.

42.4.～

区 名

下

弁 天

氏 名

野 口 巌

国 房 正 行

野 口 秋 夫

田 村 光 男

野 口 要

岡 本 肩 師

塩 見 立 志

片 山 敏 夫

宮 本 幸 雄

氏 名

服 部 和 一郎

岡 千 代 造

刈 屋 栄 昌

山 本 寛 一 郎

野 口 佐 嘉 太

岩 本 敏 夫

原 野 弥

三 木 金 太 郎

大 重 美 敏

出 射 久 志

時 実 和 一

津 守 密 道

山 本 茂

尾 上 隆 志

岡 義 太 郎

就 任 期 間

29.10.～36.3.

36.4.～38.3.

38.4.～40.3.

40.4.～42.3.

42.4.～44.3.

44.4.～46.3.

46.4.～48.3.

48.4.～

49.4.～

区 分

元 委 員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

現 委 員

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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国民健康保険運営協議会委員

氏 名

神 宝 伝 七

尾 上 速

国 次 種 松

岩 本 敏 夫

馬 場 正

野 口 佐 嘉 太

宮 本 一 郎

中 村 財 次

横 川 豊 治

赤 松 甚 三 郎

山 本 寛 一 郎

為 房 寛 太

大 和 幸 一

木 下 英 一

小 竹 静 男

原 野 弥

片 山 薫

竹 内 信 夫

国 光 正 太 郎

木 下 寿 二

長 尾 一 夫

田 村 秀 男

木 下 太 嘉 志

高 祖 留 治

森 川 増 喜

竹 内 行 成

就 任 期 間

30.6.～32.6.

30.6.～41.1.

30.6.～47.12.

30.6.～47.12.

30.6.～39.12.

30.6.～34.5.

30.6.～34.5.

30.6.～32.5.

30.11.～32.5.

32.6.～45.12.

32.6.～45.12.

32.6.～34.5.

34.6.～

34.6.～45.12.

34.6.～41.12.

38.1.～45.12.

40.1.～

42.1.～

42.1.～45.12.

46.1.～47.12.

46.1.～

46.1.～

46.1.～

46．1.～

48.1.～

48.1.～

衛生委員

氏 名

会 長…竹 村 力 太

〃 野 口 猛

〃 井 上 勇

副会 長…橘 高 助次郎

"松 尾 鹿 太

〃 浜 田 秀 男

〃 谷 川 武

〃 大 重 義 雄

〃 塩 見 勇

〃 森 本 恭 己

〃 祇 園 量 一

〃 馬 場 正 昭

〃 馬 場 安 市

〃 出 射 森 吾

愛育委員

氏 名

会 長…長 野 綾 子

〃 祇 園 近 野

〃 長 尾 数 子

〃 本 多 寿 子

〃 広 畑 敏 子

〃 坂 本 房 子

〃 鳴 坂 美代子

副会長 萩 野 喜代子

〃 山 本 清 香

〃 山 本 喜代香

〃 森 佳 代

〃 小 橋 イ ト

〃 広 畑 良 子

就 任 期 間

30.4.～47.3.

47.4.～49.3.

49.4.～

30.4.～36.3.

30.4.～36.3.

43.4.～45.3.

36.4.～38.3.

36.4.～43.3.

38.4.～42.3.

45.4.～49.3.

42.4.～45.3.

45.4.～47.3.

49.4.～

49.4.～

就 任 期 間

31～32

33～34

35～38

43～44

39～40

41～42

45～48

49～

33～34

35～36

37～38

35～36

41～44

45～46

47～
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人 口
世 帯及び人口の移 りかわり (国勢調査)

人 口
年 次

昭和30年

昭和35年

昭和40年

昭和45年

世 帯 数

2,602

2,638

2,628

2.592

総 数

12,328

11,529

10,332

9,640

男

5,996

5.592

4,863

4,530

女

6.332

5,937

5,469

5,110

自 然 動 態

社 会 動 態

11



産業別就業人 口

昭和49年 度一般会計歳入歳 出予算 (単位千円)
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一般会計の動 き(決 算額)

町 税 の 推 移

(単位千円)

年度
科 目 30 35 40 45 48

町 民 税

固 定 資 産 税

軽 自動 車 税
(自転車)

たばこ消費税

電 気 ガ ス 税

そ の 他

9,067

13,985

994

2,843

2,066

9

13,975

15,740

987

3,585

4,380

6

15,522

23,751

2,138

7,067

5,798

23,495

33,481

4,518

13,397

5,659

33

45,782

53,521

5,213

17,086

5,933

3.428

計 28,964 38,673 54,276 80,583 130,963
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2 0 年 の あ ゆ み
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新 桟 橋 完 成

昭 和31年3月

牛窓港綾浦地内

国指定重要文化財本蓮寺本堂
修理完成 昭和33年8月

錦海 湾締切工事 昭和33年4月堤防完成サ ンドドレン工法による

塩 田500万 ㎡

堤 防延 長2,000m
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年 月 事 項 内 容

昭 和29.10.

10.

10.

10.

10.

12.

30.1.

3.

3.

3.

4.

7.

7.

10.

10.

31.3.

4.

5.

32.2.

3.

3.

3.

4.

6.

9.

11.

12.

12.

33.1.

4.

4.

新牛窓町発足

町長,議会議員及教育委員選挙

牛窓町新庁舎落成

農業委員会合併

合併祝賀会

長浜簡易水道敷設工事完成

町立牛窓病院結核病棟焼失

29年災害復旧事業竣工

千手地区編入合併

ごみ焼却炉築造

牛窓町愛育委員会設置

西脇簡易水道敷設工事完成

牛窓町文化財保護条例の制定

商工会合併

国勢調査

牛窓港県営桟橋完成

町立牛窓病院整備工事竣工

町道子父雁線改良工事竣工

中学校普通教室1棟 落成

黒島自家発電機工事完了

避病院線災害復旧工事完了

町営火葬場完成

区内放送施設整備推進

町議会議員故神宝伝七氏町議会葬

消防自動車購入

牛窓町長故萬燈実太氏町葬

鹿忍上山地区へ電灯導入

町長及町議会議員補欠選挙

中学校普通教室一棟落成

邑久,牛 窓上水道組合設立

錦海湾締切工事完成

牛窓 鹿忍 長浜3ケ 町村合併
人口12.620人 世帯数2.640戸

牛窓町長に萬燈実太氏当選 議員定数26名 教育委員4名

木造2階 建832.4㎡ 役場事務新庁舎にて開始

牛窓,鹿 忍,長 浜 委員22名

木造2階 建1棟50床

農業施設(5ヶ 所)道 路港湾施設(7ケ 所)

大宮村 より分離 人口420人 世帯数88戸

牛窓栄町にバ ッチ燃焼式処理能力3tを 建設

委員41名

自然流下式による給水能力1日40t

牛窓 鹿忍 長浜三商工会合併

人口12.328人 世帯数2.602戸

鉄筋コンクリー ト造

結核病棟拡張70床 手術室新築 レントゲン装置 麻酔

器等充実する。医師住宅1戸 新築

巾員3.Om延 長250m

木造2階 建1.320㎡

無電灯の民家6戸 に点灯

延長100m

鹿忍槌 ケ谷に重油バーナー式1基 建設,業 務開始

西脇区外4区 の放送施設に町助成金交付

第1分 団(牛 窓 中浦)へ 配置

無電灯の民家5戸 に点灯

町長に高祖鶴雄氏無投票当選

木造2階 建1棟1.326㎡

牛窓,邑 久両町による一部事務組合

サ ン ドドレー ン工法採用 堤防延長2.000m
干拓地面積500ha錦 海塩田造成
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中学校 々舎整備 事業完了

特別教室2棟612㎡

普通教室2棟2,646㎡

牛窓町に上水道 給水

昭和35年11月

豪雨 昭和36年10月

本町を中心とした局地

豪雨により人家,農 地,

その他被害激甚のため

災害救助法 を適用
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年 月 事 項 内 容

4.

8.

10.

34.3.

3.

4.

5.

11.

12,

35.2.

6.

10.

10.

11.

12.

12.

36.3.

3.

3.

4.

4.

5.

6.

9.

10.

10.

10.

10.

12.

12.

37.1.

中学校運動場造成2年 継続施工

国指定重要文化財本蓮寺本堂解体修理完成

町議会議員選挙

新農山漁村振興事業実施

中学校特別教室落成

町立牛窓病院整備工事完了

オリーブ祭り

老令福祉年金支給開始

鹿忍塩田廃止

町章制定

牛窓町青少年問題協議会発足

国勢調査

県道西脇線改良工事完了

邑久,牛 窓上水道給水開始

中学校特別教室落成

牛窓港物揚場新設工事完成

町道関町～東町線舗装工事完了

就将小学校講堂落成

西脇漁港護岸復旧工事竣工

鋼造船の建造開始

国民年金事務開始

伝染病棟落成

西脇,バ ス路線開通

牛窓町土地改良区発足

牛窓町に災害救助法適用

錦海製袋株式会社立地

町立牛窓病院看護宿舎全壊

宝光寺裏がけ崩れにより本堂倒壊す

牛窓町工場設置奨励条例の制定

町長選挙

消防自動車購入

失業対策事業によ り実施

議員定数22名 に減員

小規模土地改良事業7ケ 所 共同集荷場

共同貯溜槽10ケ 所

木造平屋建,理 科,音 楽室430㎡

一般病棟20床 診療棟新築

服部オ リーブ園にて開催

福祉年金(無 拠出制)対 象者528名

旭東塩業株式会社22ha服 部有春舎7.5ha

人口11,527世 帯数2,638戸

全線2,500m巾 員3～5.5m

牛窓町全域(前 島,西 脇,子 父雁を除 く)に通水

木造平屋建 技術室1棟182㎡

関町地先 巾20m長 さ150m

アスコン舗装 町内第1号

鉄骨造346㎡

延長40m

岡造船鉄工所で鋼造船進水第1号

拠出制年金事務

木造平屋建11床 町立病院に併設

1日6往 復

牛窓,鹿 忍,長 浜の改良区及び組合が合併

牛窓町 を中心に局地豪雨あ り 人家,道 路,農 地の被害

甚大

牛窓町企業誘置条例の適用第1号

局地豪雨による裏山崩壊 木造平屋一棟

高祖鶴雄氏無投票当選

第2分 団(鹿 忍地区)配 置
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中央公民館建設

竣工 昭和39年1月

木造平屋建400㎡

牛窓病院本館落成 竣工 昭和40年6月

鉄筋 コ ンク リー ト

2階 建1,736㎡

旧建物
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年 月 事 項 内 容

1.

2.

3.

3.

3.

4.

4.

5.

10.

10.

12.

12.

38.1.

2.

3.

4.

4.

4.

5.

7.

7.

12.

39.1,

1.

2.

2.

3.

3.

4.

4.

錦海湾干拓地邑久町との境界設定

交通安全都市宣言

中央公民館建設用地造成

鹿忍小学校給食棟落成

宅地造成事業完了

町立牛窓病院看護婦宿舎落成

町立小学校及幼稚園の名称変更

町立牛窓病院結核病床を20床減少

町議会議員選挙

永楽学園開設(老 人学級)

青島及黒島町有地譲渡

消防自動車購入

農業共済事業事務開始

中学校宿直室,更 衣室新築

小父雁漁港局部改良事業完成

西大寺外4町 衛生施設組合設立

牛窓港(西港)改修工事着手

老人クラブ結成

町立牛窓病院道路舗装工事完了

時実奨学基金の発足

街路灯整備事業実施

町立牛窓病院医師住宅落成

新産業都市の指定を受く

中央公民館落成

牛窓町と阪神電気鉄道株式会社は
牛窓町の観光開発について相互協
力を約す

漁業構造改善事業着手

関町県道特殊改良工事完成

池浦水産試験場道路完成

牛窓町婦人学級開設

農地保全事業着手

邑久町 牛窓町

2,163㎡

鉄骨平屋建100㎡ 給食人員371名

紺浦分譲団地6,000㎡

木造平屋建166.3㎡ 定員15名

小学校及び幼稚園の名称を東,西,北 と改称

50床 となる

議員定数22名

財団法人服部養老会

青島 関西学院中学部へ 黒島 両備バス株式会社へ

第3分 団(長 浜)配 置

農業共済組合 を廃 止

木造平屋建69㎡

物揚場施 設 巾12m長 さ30m

西大寺市,牛 窓,邑 久,上 道,瀬 戸町の一部事務組合

し尿処理を行なう

防波堤 長さ300m物 揚場10,000㎡

町内30ク ラブ

延長400m

北小学校に設置 基金額100万 円

関町商店街25基

木造平屋建1戸

木造平屋建 集会室,調 理場,会 議室400㎡

魚礁 築磯

延長200m巾 員6.5m

鹿忍沖～池浦100m

牛窓,鹿 忍地区 道路及水路
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天皇,皇 后両 陛下行幸啓 昭和42年4月

町民歓呼裡にオリーブ園,

水産試験場御視察

岡山県水産試 験場設置 鹿忍地区 昭和40年6月

牛窓み なと祭 昭和41年8月
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年 月 事 項 内 容

6.

10.

11.

40.2.

2.

3.

3.

3.

40.6.

6.

10.

10.

12.

12.

41.3.

3.

4.

4.

4.

6.

7.

7.

8.

8.

10.

12.

12.

42.3.

3.

北小学校プール完成

合併10周 年記念式典 を行なう

町立牛窓病院 救急病院の指

定を受ける

勤労者協議会結成

災害復旧事業完了

町営住宅建設

漁業協同組合合併

医師住宅建設

町立牛窓病院本館改築工事落成

岡山県水産試験場を鹿忍池浦地区に設置

国勢調査

県道西大寺～牛窓線全線改良完成

町長選挙

観光道路オ リーブ線舗装工事竣工

漁業構造改善事業着手

観光道路1号 線改良工事完成

県立邑久高等学校牛窓校舎 を邑久

校舎 に統合

オ リーブパ レス設立

オ リーブ園ヘバス開通

県議会議員杉本昌太氏逝去

西脇海水浴場開設

特別清掃地域設定

港 祭 り実施

街路灯整備事業実施

町議会議員選挙

西大寺市外四町衛生施設組合し尿処理場完成

牛窓東小学校移転の決定

農業構造改善事業着手

〃

25m5コ ース

農林水産施 設 港湾災害復旧
農道復旧宮浦農道外72件

木造平屋建16戸 鹿忍地区へ

牛窓,鹿 忍,子 父雁漁協合併 新牛窓町漁協誕生

木造平屋建3戸

鉄筋コンクリー ト2階 建,一 部3階 延1,736㎡
一般病床65

鉄筋コンクリー ト2階 建822㎡

人口10,332人 世帯数2,635戸

巾員6.5m

高原道夫氏当選

延長900m

牛窓漁協 タコ養殖 冷蔵庫建設

牛窓町失業対策事業により施 行 延長2,400m

牛窓観光開発㈱の経営による観光施設オリーブ山頂建設

鉄筋コンクリー ト2階 建500㎡

関町～オリーブ園

牛窓観光協会,両 備バス,(地 元有志)

し尿処理,ご み処理 を本格的に開始

町商工会,の ど自慢コンクール 自衛艦体験航海

東町～鹿忍 宝光寺下 螢光灯62基 水銀螢光併用灯51基

議員定数22名

西大寺神崎地区に建設日量70t

綾浦高等学校跡地

みかん園造成18.5ha
42年 度43年 度継続 道路集荷所等完成

牛窓幡地区にかんがい施設完成 受益面積10.5ha
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東 小 学 校 々 舎 落 成 竣工 昭 和43年3月

鉄 筋 コ ンク リー ト3階 建2,393㎡

旧校舎

前島に

大型 フェリー船就航

昭和45年4月
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年 月 事 項 内 容

3.

3.

3.

42.4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

5.

5.

8.

12.

43.1.

2.

2.

2.

3.

3.

3.

4.

4.

8.

10.

11.

11.

11.

44.1.

3.

3.

海岸保全事業完成

組合立牛窓高等学校(定 時制)廃 校

牛窓出身阪神同郷会員来町町民と
交歓

中浦師楽道県道に編入と改良工事完成

幹線農道の舗装に着手

鹿忍港海岸保全事業に着手

牛窓港高汐対策事業着手

天皇 皇后両陛下行幸啓

総合行政優良町 として県知事表彰

を受 く

県議会議員選挙

社会福祉法人ルンビニ保育園設立

ニューカッスル病流行(に わと り)

の り養殖事業開始

千手山 弘法寺 焼失

児童福祉施設委託費微収条例の制定

立志式挙行

牛窓東小内部施設整備期成会結成

牛窓町後継者資金利子補給条例の

制定

東小学校校舎落成

西小学校西脇分校廃止本校に統合

農業構造改善事業 農道完了

関町～師楽 バス路線開通

急傾斜地崩壊防止対策事業着手

町民交通障害保険実施

消防指令車購入

牛窓町学校給食センター落成

中学校給食開始 各小学校の給食

消防庁舎落成

教職員住宅落成

前島渡船休けい所落成

牛窓町奨学資金貸付制度創設

前島 福ケ浜海岸堤防 延長377m

生徒減少のため

以後毎年継続

巾員6m延 長600m

町内全般 にわた り継続実施

沖

継続事業,町 立病院前 本町～関町の海岸

町民歓呼裡にオ リーブ園,水 産試験場を御視察

元浜貫一氏当選

定員60名 で保育開始

牛窓町一円に慢延 病鶏の処理,予 防接種等施行

町内 漁家10戸

本堂 御影堂 多宝塔 鐘楼堂

中学校生徒2年 生対象以後毎年実施

町内外の牛窓小学校卒業生か ら寄附金を募集す

鉄筋 コンクリー ト3階2,393㎡

児童13名 幼稚園児7名

西協みかん園 延長1,400m巾 員5m

牛窓幡 延長644.5m巾 員5m

1日3往 復

牛窓地区 本町区 指定区域1,000m

加入者3,427名

本部に配置 可搬式ポ ンプ塔載

ブロック平屋建185㎡

各校の施設を廃止 しセ ンターから運搬す る

木造2階 建83㎡

木造平屋建3戸

ブロック平屋建21㎡

大学生 高校生
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西小学校 プール完成 昭和45年7月

放 魚 祭
昭和45年8月

県知事を迎え稚魚放流
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年 月 事 項 内 容

3.

3.

3.

4.

4.

4.

5.

6.

7.

7.

8.

8、

8.

11.

11.

12.

45.3.

3.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

5.

6.

7.

7.

牛窓 鹿忍農業協同組合 合併

町道雁坂隧道改良工事完成

奥浦畑地総合整備事業着工

牛窓電報電話局 開局

国土調査法による地籍調査に着手

邑久,牛 窓上水道組合第2次 拡張
工事着手

野菜指定産地近代化事業着手

邑久,牛 窓ごみ処理施設組合発足

社団法人旭東畜産公社設立

町営駐車場新設

邑久家畜診療所開設

飼料基盤整備事業実施

牛窓町教育施設整備基金条例の制定

公民館長浜分館落成

家庭奉仕員設置

町長選挙

農地保全事業完成(道路,水 路)
新設改良

前島農道整備事業完成

子父雁高汐対策事業完了

一日県庁 知事を囲む会

前島,大 型フエリー船就航

婦人交通指導員設置

国民宿舎 牛窓荘落成

ごみ焼却場完成

新永安橋架橋促進期成会結成

米の生産調整実施

漁業構造改善事業かき処理場完成

西小学校プール完成

組合員 正570人 準247人

雁坂 トンネル除去 巾員5.Om延 長400m

電話の 自動化成る 加入台数1,173

全管内 を7ケ年計画により実施 第一年次長浜地区 より

開始

秋冬白菜の指定 昭和42年6月19日
電算機ベル トコンベヤー,農 機具格納庫,集出荷貯蔵施設

牛窓町,邑 久町で一部事務組合を設立

西大寺市,牛 窓町,邑 久町,長 船町

大浦地区外1,172㎡

岡山県共済連合会設置 獣医師1名 常駐

千手及鹿忍地区 草地造成48ha

木造平屋建71.3㎡

ねた きり老人対象として

高原道夫氏当選

牛窓,鹿 忍地 区6ケ 所

巾員3.5m延 長1,971m

護岸延長300m

牛窓東小学校講堂

岡山県から払下を受けた自動車航送船 第2唐 琴丸
総t数46t

1名 交通安全対策事業

牛窓東小学校跡 に阪神電気鉄道㈱が建設鉄筋 コンクリー
ト4階 建 宿泊定員130名

牛窓北浦 バッチ式焼却炉2基 能力日量16t

岡山市 牛窓町 邑久町及関係商工団体

米の生産過剰対策として全国的生産制限を実施

鉄骨平屋建158㎡

処理能力800kg牛 窓町漁業協同組合事業と して実施

25m5コ ース
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牛窓海域に灯台
5基設置完了

前島 に上水道給水

昭和45年12月 海底管布設

老人

いこいの 家落成 昭和46年9月

木造平屋建90㎡
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年 月 事 項 内 容

8.

9.

9.

10.

10.

10.

10.

12.

46.1.

3.

3.

3.

3.

3.

3.

3.

3.

3.

3.

4.

6.

8.

8.

9.

9.

9.

9.

10.

11.

放魚祭

牛窓町消防償 じゅつ金条例の制定

牛窓信用金庫店舗綾浦区に完成

牛窓信用金庫と片上信用金庫の合併

国勢調査

前島林道新設工事着手

町議会議員選挙

前島に上水道給水開始

岡山県道路公社設立

天神山遊歩道完成

本蓮寺総合防災施設完成

町営住宅建設工事竣工

牛窓町重度心身障害者福祉年金制
度創設

鹿忍川改修工事完成

牛窓港浮桟橋完成

町立牛窓病院給食棟 落成

野菜指定産地近代化事業実施

牛窓町 立図書館設置条例の制定

土地開発基金条例の制定

ごみ収集区域拡大実施

スポーツ少年団結成

街路灯整備

牛窓海水浴場休憩所落成

松 くい虫異常発生

浮 ドック完成

老人憩いの家落成

牛窓町重度心身障害者福祉年金条
例の制定

稲作転換事業実施

西小学校創立100周 年記念行事

牛窓海水浴場に稚魚放流(ク ルマえび)

備前信用金庫牛窓支店 となる

人口9,640人 世帯数2,592戸

総延長2,900m巾 員4m

4名 減員 して定数18名

前島全戸へ給水 海底ケーブル450m

岡山県外2市6町 で結成 東備西播有料道路建設に着手

延長370m

自動火災報知器 貯水槽48tポ ンプ1

長浜弁天地区10戸 第一種

年金1人6,000円

昭和44年 度より継続 延長430m

鉄骨平屋建188㎡

昭和44年 度牛窓農協電算機外導入

昭和45年 度低温貯蔵庫建設
昭和46年 度長浜農協 トラクター,電 算機導入

前島 を除 く全町

昭和44年 鹿忍結成 体操,ソ フ トボール
昭和45年 牛窓結成 剣道

昭和46年 長浜結成 ソフ トボール

中浦～大浦23基

鉄骨2階 建290㎡ 収容人員350名

自衛 隊導入,牛 窓町全域に駆除実施

株式会社岡造船鉄 工所能力500t

中央公民館敷地内木造平屋建90㎡

綾浦地区客土10171㎡ 道路272.8m水 路150m
千手 〃3107㎡
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長浜干拓畑地総合整備事業完了 受益面積73ヘ クタール

昭和45年度から昭和47年度に至る

北 小 学 校 々 舎 完 成 昭和47年3月

鉄筋 コ ンク リー ト2階 建1,174㎡

長谷 地区改良 工事 昭和47年3月

県道 ・牛窓一備前線

完成延長1,800㎡

牛窓西港完成

防波堤延長300m

物揚場10,000㎡
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年 月 事 項 内 容

12.

12.

47.1.

2.

3.

3.

3.

3.

3.

4.

4.

4,

4.

5,

5,

5.

5.

6。

6。

7.

8.

10.

48.1.

1.

3.

3.

3.

3.

牛窓海域の灯台設置完了

錦海塩田廃止

牛窓町畜産環境改善資金利子補給
規則の制定

北小学校々舎落成

町営住宅完成

前島 海岸保全事業完了

県道備前牛窓線長谷地区改良工事

完成

牛窓町老人医療費給付条例の制定

牛窓町社 会 福 祉 事業基金条例の
制定

北小学校創立100周 年記念行事

老 人医療公費負担制度創設

町議会議員原野 弥氏逝去

千手～西脇産業道路着手

牛窓町助役神宝穐男氏逝去

馬立海岸廻 り水産試験場道路着工

千手 婦入消防隊発足

幼稚園が給食開始

西浜埋立工事完成

道徳科学研究所 岡山教育センタ
ー開設

牛窓町船員法事務の取 り扱 いに関

す る条例の制定

牛窓町体育協会設立

牛窓町廃棄物の処理及び清掃に関

す る条例の制定

東小体育館落成

東小学校創立100周 年記念行事

町営住宅完成

農道舗装事業年次計画施行

中浦海岸局部改良事業着手

後谷農道整備事業完了

牛 窓港 防 波 堤 灯 台,蓬 崎 灯 台,上 筏 灯標,備 前 黄 島 灯 台,

牛 窓港 灯 台,浮 標2ケ 所

イ オ ン 交換 樹 脂 膜 製 法 に切 換

鉄 筋 コ ン ク リー ト3階 建1,174㎡

長 浜 弁 天 地 区10戸 第一 種

福 ケ浜 堤 防 に消 波 工 実 施 延 長200m

巾 員8.5m延 長1,800m

70才 以 上 そ の他 該 当者720名

農 林 漁 業 用 揮 発油 税 財 源 身 替 農 道 整 備 事 業 千 手 ～西 脇

延 長2,800m

巾5,5m延 長450m

着 工 昭 和15年 完 成 面積176,000㎡

前 島

鉄 筋 コ ンク リー ト2階 建1,174㎡

長浜 弁 天 地 区 第一 種10戸 落 成

昭 和41年 度 よ り継 続,(町 単 独 事 業)

物 揚 場 設 置 巾 員10m延 長52m

巾 員5m延 長1,156m
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千手一西脇 の産 業道路着工

工期 昭和47年～50年度

総延長2,500m

町 内3幼 稚園整備
昭和49年4月

2年 保育制実施
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年 月

3.

3.

4.

5.

6.

6.

8.

8.

8.

9.

9.

9.

9.

9.

9.

10.

11.

11.

12.

49.1.

1.

1.

2.

3.

3.

4.

4.

4.

4.

4.

事 項

奥浦畑地総合整備事業完成

牛窓町 自然保護及び開発調整に関

する条例の制定

県道備前牛窓線小津地区内改良工

事着手

牛窓東幼稚園園舎落成

高令者学級開設

牛窓町乳児医療費給付に関す る条
例の制定

ヤンマー造船株式会社立地

放魚祭

牛窓農業振興地域指定

粟利郷農道舗装工事完成

前島循環道路舗装工事完了

救急業務開始

国重要文化財指定(遍 明院)収 蔵庫

落成

牛窓町重度心身障害者医療費給付

条例 の制定

牛窓町遺児激励金支給条例の制定

牛窓幸橋架替工事竣工

牛窓漁協天皇杯受賞

東小学校プール完成

町長選挙

町立牛窓病院結核病棟を20床減少

河川改修工事着手

観光道路1号 線舗装工事着手

西幼稚園園舎落成

牛窓町漁業協同組合本館落成

牛窓町農業協同組合会館落成

西脇 子父雁地区上水道通水

北幼稚園園舎改修完了

トー ビ化成工業株式会社立地

幼稚園2年 保育実施

邑久消防組合発足

内 容

受 益 面 積73ha道 路 工 事6,800m水 路11,000m

客 土17ha昭 和45年 度 よ り継 続

鉄 筋 コ ン ク リー ト2階 建655㎡

牛 窓 西 浜 地 区 に 工場 建 設FRP船 の 建 造 に着 手

牛 窓 海 水 浴場 に於 いて 稚 魚 放 流 クル マ エ ビ,ク ロ ダ イ,

マ ダ イ

巾2.6m延 長510m

昭 和46～48年 度 巾3m延 長1,750m

財 団法 人 日本 船 舶 振 興 会 寄 附 の救 急 車1台 設 置

国 指 定 重 文 五 智 如 来 像 その 他 収 蔵 鉄 筋 コ ン ク リー ト造

永 久 橋 巾 員5m延 長4m

全 国 一 優 良漁 協 と して

25m6コ ー ス

高 原 道 夫 氏 無 投 票 当 選

30床 に な る

平 山 笹 平 川 改 修 工事

総延 長2,400m

鉄 筋 コ ンク リー ト2階 建458㎡

牛 窓 町 漁 業協 同 組 合 建 設 町 県 費 助 成

鉄 筋 コ ンク リー ト造2階 建1,050㎡

牛 窓 町 農 業協 同 組 合 経営 鉄 筋 コ ン ク リー ト3階 建

1,764㎡

主 要 製 品 合 成樹 脂 米 麦 袋

邑 久,牛 窓,長 船3町 に よ る 常備 消 防 体 制 実 施
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昭 年49年10月1日

合併20周 年のあゆみ
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